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土木学会建設マネジメント委員会パンデミック対応検討小委員会では建設現場でのコロナクライシスへの対応をレビ

ューするとともに、コロナ後若しくは with コロナにおける土木インフラのあり方（新たな考え方や着眼は如何にあるべ

きか）を検討する事を目的とし活動している。本稿では表題について委員会活動から報告するものである。 
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1. はじめに 

 

現下の新型コロナウィルスによる世界的な感染拡

大は各国の経済、社会活動に対し新たな脅威と甚大

な影響を与えている。この状況において、社会イン

フラ（土木インフラ）の安定的維持、継続と発展は

当面の危機的状況を乗り越えるだけでなく、第何波

かの脅威を乗り越えやがては収束した後の新たな時

代へのパラダイムシフトを加速させると言う点で大

きな意味を持つものと考える。 

パンデミック対応検討小委員会は当初のコロナク

ライシスへの対応をレビューするとともに、短・中

長期視点にたちコロナ後若しくは with コロナの社

会システムにおける土木インフラのあり方（新たな

考え方や着眼は如何にあるべきか）を検討する事を

目的としている。 

本稿では本小委員会が実施した2020年のコロナ禍

第一波から第三波の間に建設現場で危急的にとられ

た対策等をレビューするためのアンケートヒアリン

グ調査結果や、委員らによる検討結果などについて

紹介し、建設現場のコロナクライシスに対する受け

止め方や建設生産の現場における ICT 化、DX の推進

に向けて考察を加えるものである。 

なお、本報告は本小委員会内で検討された成果を

引用するなど、あくまで本委員会の活動報告的なも

のであり、建設の現場を広く俯瞰した客観性の高い

ものではない点ご容赦頂きたい。 

 

2. 建設現場ではコロナ禍第一波をどう乗り切

ったか 

 

新型コロナの感染拡大の第一波と言われる2020年

2 月から 5 月にかけてとられた建設現場での対策等

を把握するため、令和 2年 5 月下旬にアンケートヒ

アリング調査を実施した。対象は建設マネジメント

委員会委員、またその関係者らである（サンプル数

43）。属性は行政、大学、ゼネコン、コンサル、メー

カー等と産官学を幅広くカバーしている。 

質問内容は、 

①新型コロナにより組織（現場）で起きた事象 

②①を解決するに向けた意思決定プロセス、問題

点、葛藤など 

③具体的にとった感染症対策とその苦労 

④③をとった事による影響や効果、また想定し得

ない事象、問題など 

⑤今後の建設生産システムに対する改善点など 

である。調査結果の概要を図－1に示す。 

アンケート結果より見えてきた点として、 

⇒コロナ禍に対峙する科学的知見が少ない中、建設

現場では毎日の健康管理、マスク、換気、三密回避

など試行錯誤や意思決定を繰返し当時出来うるす

べての危急的対策をとった 

⇒その結果、緊急事態宣言下であっても公共建設工

事の現場では見えないウィルスと戦いつつ、その

殆どが臨機応変の対策により工事を継続させた 

⇒その一方で改めて浮き彫りとなった課題、問題は 
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図-1 アンケート、ヒアリング結果ダイジェスト 
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多岐に渡るが、ICT 関連ではリモート化に向けた機

器やソフト導入の遅れやコミュニケーションの低

下による作業効率の低下が多く見られた 

などである。またそれらは従来的な土木・建設業界

における脆弱ポイントの現れでもあったと言える。 

これらを踏まえ、今後の建設現場、若しくは建設生

産システムにおいて見えてきた課題として、 

『書類偏重、対面協議重視などの労働集約的な働

き方からデジタル化、リモート化への早期転換』 

『デジタル化、リモート化の常態化におけるコミ

ュニケーションの効率化や円滑化の確保』 

などであり、これらは他の産業界に比べ遅れてい

るとも言われる ICT 化、DX 推進に向けた課題として

浮き彫りとなった。 

 

3. 続く第二,第三波を経て見えてきた今後の課題 

 

続けて迎えた 2020 年 8 月をピークとした第二波、

11 月以降の第三波を経て見えてきた今後の課題に

ついて取り纏めた。表-1にそれらの概要を示す。 

これまで報告した通り、現下のコロナ禍において、 

『土木、建設の現場では愚直なまでに基本的な事

を行うことに徹し作業を進めた』 

『ICT ツールの活用によるテレワークの導入はど

の現場も取り組むことは出来なかった（検討はした

ものの，現実的には作業に支障がでるため断念した）』 

という姿が見えてきた。愚直なまでに・・・、など

は社会の礎を築き国土の発展に寄与し続けてきた土

木、また土木技術者の姿そのものでもあると言え、

言い換えればそれは依然として変わらぬ従来の土木

の姿でもある。 

冒頭の通り、新たな時代へのパラダイムシフトを

加速させるためには様々な変革が求められる。特に

産業界全体の中でも遅れをとる新技術や革新的な技

術の開発や導入、それを支える ICT インフラの整備、

さらには土木・建設分野での真の DX が求められる

が、まさに現状のコロナ禍はそれへの移行を果たす

好機でもあると考えたい。 
 

表．1 コロナ禍第二波、第三波でとられた対策の現状及び今後への可能性 

職場 コロナ対策で行われたこと 上手くいったこと・定着しそうなこと（○） 今後への課題（▼）や可能性（◎） 

工事現場 （現場への移動） 

・乗合通勤車両の中止 

・時差勤務の実施（早出、遅出の二班体制） 

  

（入構時の水際対策） 

・検温、マスク、手洗い・うがい、行動履歴記録 

・顔認証時に自動検温するシステムを導入 

  

（現場内活動） 

・朝礼時のソーシャルディスタンス確保 

・食事は壁向き、会話禁止 

・休憩の分散化 

・執務机、打合せ机にアクリル板 

・ドアノブ消毒、換気、2m 以上の離隔 

・CAD オペ等のテレワーク 

・ＫＹ活動で作業指示書に体温記入 

・Web 会議 

・リモート検査 

・交代勤務、夜勤作業による作業員の分散 

・作業員詰所を増設して密を回避 

○Web 会議は時短にもなることで好評 

○現場 web カメラを増設し、現場巡視の頻度を減ら

し、接触機会を低減 

○作業所内回覧をビジネスチャットツールで実施 

○作業所内引継ぎをデジタルノート（ONE NOTE）

で実施（従来は対面や引継ぎノートで実施） 

○360゜カメラ映像による遠隔での現場視察、見学 

○無線ガイドシステムによる現地見学会 

○ウエアラブルカメラによる遠隔臨場 

 （発注者の遠隔臨場施策の推進もあり導入加速） 

○現場作業の無人化、省人化の施策推進 

 （i-Con、建設 DX の推進） 
 

▼現場安全パトロールは、現場の多面的、俯瞰的

な把握が必要なためオンライン化は難しい 

▼現場施工管理は、現場で実物を確認しなけれ

ばならず在宅勤務は難しい 

▼Web 会議以外は「費用・手間がかかる」や「コミ

ュニケーション不足になる」等で持続困難 

▼ＩＣＴ化推進における現場の人材不足（デジタル

化に強い人材不足） 

▼検査等現場臨場は発注者が対応できるか次第

（専用端末等、機器の準備、セキュリティ面で） 

▼現場では職人が完全に非接触となることは難し

い（パーティー間の施工箇所調整程度まで） 

 

◎現場では愚直なまでに基本的な対策を行う 

 

（非常時対応） 

・37℃を超える場合の自宅待機 

・コロナ陽性者発生の対応（隔離部屋確保、 

保健所対応、PCR 検査の体制準備） 

・赤ちゃんがいる社員へのテレワーク推奨 

  

オフィス 

調査、設計 

※検温、マスク、手洗い等、及びオフィスで

の三密回避等は工事現場と同様に実施 

・リモート勤務（テレワーク導入）、時差出勤 
 

○Web 会議は比較的効果的に実施 

○会議後のオンライン呑み会でコミュニケーション 

○社内手続きの捺印省略化などの効率化が進む 

○個々人のデジタルスキル向上 
 

◎事前現地踏査は少人数化を図る 

◎現場撮影動画を配信し遠隔踏査やビデオカ

メラ、ドローン映像の配信への工夫 

▼テレワークの定着⇒制度・機器の拡充、日

常コミュニケーション等課題が生じる 

▼Ｗｅｂ会議の定着⇒日程調整が容易⇔会議

数が増える、対面コミュニケーション不足へ 

 

4. 建設現場における新技術の推進について 

 

更なる ICT化や DXに向けた新技術の推進に向けて

ここではその検討の方向性ついて考察している。 

その背景となる建設業界での現状と課題として、 

① i-Con 等省人化が推進されてきたが、パンデミッ

- 31 -



 

ク対策においてその省人化技術が有効である事

から導入を促進する気運が急速に高まっている 

② 一方で、開発費等の費用が従来方法に比較して経

済性に劣るため、導入速度は上がっていない 

③ また、建設業界には ICT 人材が少なく、多くを外

部人材に依存。また膨大なデータの取扱基準等が

決められていない 

等の状況があり、これらの解決の方向性として、 

① これらにかかるコストを設計費等に付加するな

ど、経済的な新技術普及促進の施策が必要 

② 個社独自の開発技術の集約ではなく、DX を見据

えた業界の標準化を強力に進める必要がある 

③ 一部のエラーや品質管理基準未満のデータの取

り扱いの明確化。また、新技術の成果を発注者が

受領できる環境の整備の必要性 

などを掲げる。 

また、パンデミック対策を BCP の視点から捉え将

来今回のコロナ禍以上の想定し得ないパンデミック

が起きた場合の備えに対して、建設生産システム面

や ICT 面からの備えも求められよう。 

 

5. 『人材』をキーワードとして考える 

 

本小委員会では、コロナ後における更なる ICT 化

や DX の推進に向けた人材のあり方についても論じ

ている。 

背景となる建設業界での課題として、 

① 現在の入札制度において革新的な新技術の導入

は実現するか。民間一社独占の新技術やイノベー

ションある革新的技術は仕様に取り込められず開発

投資が進まない現状を打破できるか 

② 現在の分業主流の生産体制において、建設生産プ

ロセスの全体最適を求める建設 DX、i-Con の推進

にあたっての障壁は何か。また業種により細分化さ

れる現在の職域において上記を担うゼネラルな人材

は育成されるか 

などである。これらに対し『人材』の面からアプロ

ーチしようというものである。 

① コミュニケーションと仕事の変化 

ICT ツールを駆使した多様なコミュニケーションへと

移行する事で ICT 化や DX への礎を形成する。また

従来型の枠組みでの仕事から ICT ツールの活用に

よる多様な情報発信や知の集積、また多様な合意

形成などインフラに対する新たな価値創造をゼネラ

ルな人材とプロジェクトマネージメントにより目指す 

② 組織、人材の変化 

意思決定をごく少数の指示・命令形リーダーシップ

で行ってきた従来手法に対し、他分野、多様な主体、

多くのステークホルダーに対し、支援・支持型リーダ

ーシップを発揮しながら横断的に繋ぐ事のできる『越

境人材』の育成 

 

6. おわりに 

 

コロナ後、若しくはwithコロナ時代における土木・

建設業界での DX とは、施工技術の ICT 化だけでは

なく生産システム、サービスシステムの抜本的な変

革と社会への新たな価値創造でなければならない。 

前述の通り建設の現場では『愚直なまでに基本的

な作業、対応を確実に実行する』事によりコロナ禍

を乗り切った。これら良き体質は保ちつつ、新たな

発想による改革や革新的な新技術の導入が急務であ

る。そのためには建設生産システムにおいてもその

開発スタイルを従来のウォーターフォール型からア

ジャイル型へと、また高度な技術、テクノロジーだ

けではなくそれらをコントロールできる従来思考に

留まらない人材の確保、育成などが急務である。今

後とも土木学会等を通じての活動がその一助となれ

ば幸いである。 
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